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1. はじめに 
現在，WEB 技術の発展は目覚ましくサーバ等
も比較的簡単に運用できる環境が整っている．
そのため，技術部内および派遣先の研究プロジ
ェクトにおいても，WEB 技術を用いたシステム
作りに対する要求が高まっている．一方，本学
では，資源環境の観点からペーパーレス化を目
指した会議等の運用を目指す動きがある．更に
学内に於いては無線 LAN 等のネットワーク環
境が整っている．そこで，本研修では，全学に
先駆けて技術部内でペーパーレス化による会議
等の運用を行うための WEB を用いた会議シス
テムを提案し，その構築技術の修得を目指した．
そのため WEB サーバの構築や PHP 等を用いた
アプリケーション作成およびデータ操作等の学
習を行いながらシステムの構築を行った．本報
告ではそれらの学習過程やシステム構築，そし
て今後作成する予定のアプリケーションの構想
について述べる． 
 
2. ペーパーレス化を目指した WEB による文
書配信システムの設計 
 本研修では，WEB 技術を用いて技術部内のペ
ーパーレスによる各種会議および委員会などの
文書配信システムの構築を目標に，以下のよう
な機能を有する WEB システムを設計し，実装
を目指した．そのために必要と思われる機能を
以下に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.1. 資料事前配布機能 
 技術部内の会議資料等を部内で事前に配布す
るため，WEB サーバを中継して行う機能である．
作成者（担当者）は会議等で必要な資料をあら
かじめ用意し，作成者が利用している PC 等の
ブラウザより本サーバの特定場所にアップロー
ドする．また，アップロード権限を制限するた
め，この機能利用時にはユーザ（グループ）認
証を行う機能を付加する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.2. 資料閲覧およびダウンロード機能 
 本学では無線 LAN 等のネットワークインフ
ラが整備されているため，部内および委員会の
構成メンバーが会議室等で PC やタブレット端
末等の利用が可能である．そのため，会議次第
や資料等が PC 等のブラウザを利用することで
手軽に表示することができる機能である．また，
資料等は必要ならば事前に印刷して個別に用意
できる．但し，本システムは部内内部利用のみ
とするため，この機能にも利用者の認証を行う
機能を付加する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
* 第三技術室 システム制御班 
図 2 資料事前配布機能 
図 1 全体像 
図 3 資料閲覧およびダウンロード機能
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2.3. 資料アーカイブ，キーワード検索機能 
 技術部の全体会や各種委員会等の過去の資料
を整理するため，本システムに資料のアーカイ
ブ機能や必要な単語が記された資料を探し出す
ためのキーワード検索機能を持たせる．このよ
うな機能があれば，従来，各個人で保管してい
た資料が一括管理で整理でき，部内の情報共有
にも役立てることができる．また，必要な資料
を短時間で見つけ出すことも可能となる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.4. その他の機能 
 掲示板（ニュース）機能により，部内や委員
会等での連絡事項などに役立てる． 
 また，各個人の閲覧漏れがないかをチェック
する閲覧確認機能や必要な場合に個別にメール
で知らせる機能を本システムに付け加える． 
 
3. システム構築のための基礎的な研修 
3.1. 構築に必要な知識のための事前学習 
本研修では，準備段階として目的のシステムを
構築するために必要不可欠な以下の技術につい
てその基礎知識や利用法を修得するため以下の
項目について研修を行った． 
1. html(HyperText Markup Language)によ
るページの作成法 
2. http(HyperText Transfer Protocol)による
データ通信技術 
3. PHP(PHP: Hypertext Preprocessor)を用
いた動的なページ作成法など 
4. MySQL を用いた各種データとの連携 
 
3.2. システムのための WEB サーバの構築 
2 章で述べた本システムの機能を実現するた
め，本研修では以下のような WEB サーバを構
築し，各機能の実装を目指した．図 5 に本研修
で構築した WEB サーバの構成を示す． 
今回は安全面を考慮し，有線 LAN 直下のロ
ーカルな環境で作業を行った． 
ホームディレクトリ上で WEB ページを作成
するため，Apache のコンフィグファイルで設定
を直した．その他 CentOS，PHP，MySQL の設
定は概ねインストール時の初期設定のままで行
った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 本システムの実装 
4.1. ファイルアップロード機能 
アップロードを行う機能を作成した．それと
同時に，本システムでは使う予定は現在の所な
いが，削除をするシステムを作成した． 図 6
に概要図を示す．青で塗りつぶされた矢印が
MySQL のテーブルへの入力で，白い矢印がテ
ーブルからの出力となっている．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ダウンロードページ(図 7) 
アップロードされたものをダウンロードでき
るページとなっている．アップロードされた日
付順で並ぶようにしている． 
・アップロードページ(図 8) 
ファイルのアップロードをアップロード者の
名前つきでアップロードできるようにしている． 
・削除ページ(図 9) 
ダウンロードページと同じくアップロードさ
れたものが上から順番に並ぶようになっており，
それぞれの右側にある削除のリンクをクリック
図 4 アーカイブ，キーワード検索機能 
図 5 WEB サーバ説明 
図 6 アップロード機能概要 
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する．その先のページ(図 10)で削除してよいか
再度尋ねてくる．削除決定をするとデータファ
イルを削除できる．実際に削除後，削除ページ
に戻ると(図 11)削除決定ページで削除したも
のが消えていることが確かめられる．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2. 未実装部の作成計画 
1.資料事前配布機能 
第 4.1 章で説明したアップロード機能に，ユ
ーザ認証機能を追加する． 
2.資料閲覧およびダウンロード機能 
同じく第 4.1 章で説明したダウンロード機能
に，ユーザ認証機能を加える． 
3.資料アーカイブ，キーワード検索機能 
検索条件に入れた文字が，アップロード時に
入力されたデータと照らし合わせるような命令
を MySQL に送ることで，作成を考えている． 
4.その他の機能 
掲示板情報，掲示板既読情報など適切な情報
を MySQL 内に保存し，出力すれば作成できる
と考えられる． 
実際にアプリケーションとして使用した場合，
MySQL テーブル周りの概要図を図 12 に示す
（その他の機能は除く）． 
図 7 ダウンロードページ 
図 9 削除ページ 
図 8 アップロードページ 
図 10 削除決定ページ 
図 11 削除後の削除ページ 
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図 12 のユーザテーブルとアップロードテー
ブルの 2 つをここに書かれているカラムで作成
すればよいと考える．ユーザテーブルにはユー
ザに関する情報だけをのせる．アップロードテ
ーブルにはアップロードされるファイルの情報
だけをのせることにする． 
ユーザテーブルの入力にはユーザ登録ページ
を用いる．ここではユーザ名，パスワード，権
限の 3 つの情報をいれることとする．主キーと
なるユーザ ID は自動入力とする．パスワード
は暗号化して入れることとする．このユーザテ
ーブルに入れられたカラムはログイン時に比較
するものとして使用する． 
アップロードテーブルへの入力はアップロー
ド管理ページで行う．このページはアップロー
ド権限のある人のみが入ることができ，アップ
ロードすることができる．この時ファイルはア
ップロードされ，アップロードテーブルにはフ
ァイルに関するデータが入れられることとなる． 
テーブルからの出力としてはダウンロードペ
ージと検索ページで使用する． 
ダウンロードページではアップロードテーブ
ルの情報にもとづき，図 12 のようなツリー形
式で表示できるようにし，検索ページでもアッ
プロードの情報をもとに検索したデータを表示
するようにする． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他の機能を入れるとするならばさらにテ
ーブルを追加することで作成が可能となると考
える(図 13)．掲示板機能では掲示板用のテーブ
ルとして投稿内容や投稿者の ID をためるテー
ブルを用意する．ここでは最低限必要なカラム
を用意したが，実際の使用方法を考えながら増
やしたいと考えている． 
掲示板の内容確認済みチェックを行うために
掲示板確認済みテーブルを用意する．掲示板閲
覧のためにログインしていた人の ID とそれが
どの掲示板であったのかという情報をためてお
けばそれぞれの掲示板を見ていた人の情報がわ
かるので，逆に見ていない人だけにメールを送
る処理が可能であると考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. まとめ 
今回，WEB でやりとりができるアプリケーシ
ョンを PHP と MySQL を用いることで制作する
ことを目標として，作成が可能なまでの技術を
身に着けることができた．PHP はロジックを考
えるための言語としては通常のコンピュータ言
語と近いと感じた．しかし WEB の仕組みに合
わせて作成された関数が多く，それを適切に覚
え，使用することが PHP を扱う上で大事なこと
なのだということが理解できた．また，求める
アルゴリズムを作成するために，手軽に作るこ
とができる方法も多いが，クライアントとのや
りとりをする時には，クライアントからの予期
せぬ入力情報により思わぬ結果を招いたり，攻
撃を受けてしまったりすることになってしまう
ため，セキュリティ面をさらに学び，作成でき
るようになる必要があると知ることができた． 
今後，実施が可能なまでになれば技術部の全
大会の資料配布等で試験をさせていただきたい
と考えている． 
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図 13 その他の機能での追加テーブル 
図 12 テーブル周り概要図 
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